コスモ. フォン. ゥェ ルス タ— ルは プラ— グの 大学 

生であった。 

彼 は 貴族の 一門で ある にもかかわらず、 貧乏で あつ 

た。 そうして、 貧乏より 生ずる ところの 独立 をみ ず か 

ら 誇って いた。 誰でも 貧乏から 逃がれ る ことが 出来な 

ければ、 むしろ それ を誇リ とする より ほか はない ので 

ある。 彼 は 学生 仲間に 可愛がられて いながら、 さて こ 

れ という 友達 もな く、 学生 仲間のう ちで まだ 一 人 も、 

古い 町の 最も 高い 家の 頂上に ある 彼の 下宿の 戸口へ は 



いった 者 はない のであった。 

彼の 謙遜 的の 態度が 仲間内に は 評判が よかった ので 

あるが、 それ は 実のところ 彼の 隠遁 的の 思想から 出て 

いるので あった。 夜になる と、 彼 は 誰から も 妨げられ 

る ことなしに、 自分 の 好きな 学問 や 空想 に ふける ので 

ある。 それらの 学問のう ちに は、 学校の 課程に 必要な 

学科の ほかに、 あまり 世間に は 知られ もせず、 認めら 

れ もしない ような ものが 含まれて いた。 彼の 秘密の 

ひきだし 

抽斗に は、 アルベル タス • マグ ナス (十三 世紀の 科学 

者、 神学者、 哲学者) や、 コン ネリ ウス . ァグ リッパ 

(十五 世紀より 十六 世紀に わたる 哲学者で、 鍊金術 や 



魔法 を 説いた 人) の 著作 を はじめと して、 その他に も 

あまり ひろく 読まれて いない 書物 や、 神秘的の むず か 

しい 書物な どが しまい 込まれて あった。 しかも それら 

の 研究 は 単に 彼の 好奇心に とどまって、 それ を 実地に 

応用して みょうな どと いう 気はなかった ので ある。 

その 下宿 は 大きい 低い 天井の 部屋で、 家具ら しい 物 

は ほとんどなかった。 木製の 椅子が 一^、 夜 も 昼 も 寝 

ころんで 空想に ふける 寝台が 一 脚、 それから 大きい 黒 

い 槲 の 書棚が 一 個、 そのほかに は 部屋 じゅうに 家具 

と 呼ばれ そうな 物 は 甚だ 少ない のであった。 その 代 

えた い 

りに、 部屋の 隅ず みに は 得体の知れない 器具が いろい 



種の 忌な 感じ を 受けた。 

「あなたのお 名前 は …… 」 と、 老人 は 話しつ づけた。 

「コスモ . フォン • ウェルス タ— ル」 

「ああ、 そうでし たか。 なるほど、 そういえ ばお 父 さ 

んに i: ておいで なさる。 若旦那、 わたくし は あなたの 

お父さん をよ く 存じて おります よ。 実 をい うと、 この 

うち 

わたくしの 家の 中に も、 あなたのお 父さんの 紋章 ゃ符 

号の ついた 古い 品が いくつ もあります。 そうでし たか _ 

いや、 わたくし は あなたが 気に入った。 それで は、 ど 

うです。 言い値の 四 分の 一 で 差し上げる ことにい たし 

ましょう。 但し、 一 つの 条件付きで …… 」 



あった。 

「では、 ご 随意に …… 」 と、 おやじ は 言った。 

彼 は コスモの ために 灯 を 見せて、 店から 送り出して 

しまう と、 独りで つぶやいた。 

「あの 鏡 を 売る の も 六 度 目 だ。 もう 今度 あたりで おし 

まいに しても らいたい な。 あの 女 ももうた いてい 満足 

する だろう に _ 

コスモ は 自分の 獲物 を 注意して 持ち帰った。 その 途 



たが、 ゆうべ ほどで はない。 彼女 は 更に まわりの もの 

に 気 を つけて、 部屋の そ こや こ， J にある 変わ つ た 器具 

など を 物め ずらし そうに 見て いたが、 それに もやが て 

あ 

倦いたら しく、 睡 気に 誘われた ように 寝入って しまつ 

た。 

今度 こそ は 彼女の 姿 を 見失う まいと コスモ は 決心し 

て、 その 寝姿に 眼 を 離さなかった。 彼女の 深い 睡リを 

見つめて いると、 その 睡リが 心 をと ろかす ように、 彼 

女から コスモに 移って 来る ように 思われた。 しかも 彼 

女が 起き あがって、 眼 をと じた ままで 無遊病 者の よう 

な 足 どり で 部屋から 歩み 去った 時には、 コスモ も 夢 か 



分に 注がれて いる こと を 知ったら しい 自覚の 顔色 を ほ 

のかに 現わした の を 見た のであった。 〔# 「。」 は 底本で 

は 「。、匕 彼女 もしまい に は、 首から 頰、 額に かけて 赤 

く 染めた ので、 コスモ はもう 傍に 寄りつ きたい 心持ち 

で 夢中に なって いた。 その 夜、 彼女 は ダイヤモンドの 

輝いて いる 夜会服 を 着て いた。 それ は 格別 彼女の 美し 

さ を 増して はいなかった が、 また 別な 美し さ を 見せて 

いた。 彼女の 美し さは 無限であって、 こうして 違った 

新しい 身 装になる と、 さらに 別な 愛らし さ を 示して い 

た。 すべて 自然の 心 は、 自然の 美し さ を 見せる ために 

限りなく さまざまな 形 を あらわし、 この 世に出て 来る 



次の 夜 (彼女が この 部屋に 来 はじめてから 最初の こ 

とで ある) 彼女 はこなかった。 

コスモ はもう 破滅の 状態に あった。 彼女との 恋に つ 

いて、 自分の 敵が あると いう 考えが 浮かんで から は、 

一瞬 時 も 心 を 落ちつけ ている こと は 出来なかった。 今 

までよ リ いや 増して、 彼 は 彼女に 眼の あたり 逢いた く 

思った。 彼 は 自分に 言い聞かせた。 もし、 自分の 恋が 

失敗で あるならば それでい い。 その 時 はもう この プ 

ラ ー グの町 を 去る だけで ある。 そうして、 何 かの 仕事 

に 絶えず 働いて、 いっさいの 苦 を 忘れたい。 それが す 

ベ て 悲しみ を 受けた 者の ゆくべき 道で ある。 



コスモ は、 彼女 はこの 地上の 女に 違い はない。 地上 

の 女が 何 かの 理由で その 影 を この 魔 鏡の なかに うつし 

ている に 相違ない と 信じて いた。 

ひきだし 

彼 は 秘密の 抽斗 を あけて、 その 中から 魔術の 書物 を 

取り出し、 ランプ をつ けて、 夜半から 朝の 三時まで 三 

日 も つづいて 読み 通して、 それ をノ ー トに 書きつ けた _ 

それから 彼 は 書物 をし まい 込んで、 次の 晚には 魔法に 

必要な 材料 を 買うた めに 町へ 出かけた が、 彼の 求めて 

いるもの を 得る に は 容易でなかった。 なぜと いえば、 

この種の 惚れ薬 を 作ったり、 神お ろしめ いた こと をす 

るに つ いて、 必要なる 合い薬が 書物に も 完全に しるさ 



起ち あがった。 

彼が 起つ と、 教会の 鐘 は 七 時 を 打った。 それと 同時 

に、 彼女 も あたかも 初めて 現われて きたと きのよう に 

ゆる 

気の 進まない ような 緩い 歩調で、 出て きたので ある。 

コスモ はふる えた。 そうして、 鏡から 離れて 振り返つ 

て 見る と、 彼女 は 疲れたよ うな 蒼 ざめ た 顔 をして、 何 

か 病気 か、 心配で も ありそうな 風情で ある。 コスモ は 

倒れそう になって、 とても 前へ は 進めなかった。 それ 

でも じっと 彼女の 顔と 姿 を 見つめて いると、 すべての 

喜び や 悲しみ を 離れて、 ただ 胸が い つ ぱいに なって、 

彼女と 語りた い 、 自分 の 言う - J と を 彼女が 聞い て くれ 



は ゆかなかった。 

彼女の 顔に 見入って いると、 コスモ は 今までに ない 

魅惑 を 感じた。 突然に 彼女 はうつつ ている 部屋のう ち 

から 扉の 外へ 歩いて いった かと 思う と、 次の 瞬間に 彼 

女 は、 コスモの 部屋に (鏡のう ちで はない) まことの 

姿に なって はいつ て 来た。 

彼 はいつ さいの 注意 を 忘れて、 そこから 飛び あがつ 

て 彼女の 前に ひざまずいた。 今 こそ 彼が 熱情の 夢に 描 

いていた 彼女が、 生きた 姿で 雷鳴の たそがれに、 魔術 

の 火の 輝きの なかに ただ ひとり、 彼の かたわらに 立つ 

て いるので ある。 



こと を 望んで いたが、 彼女の 運命 は 鏡のう ちに 含まれ 

と +P 

ていて、 鏡と 運命 を倶 にして いるので ある。 彼 は それ 

について 更に 焦燥 を 感じた。 彼と して は、 彼女が 鏡 を 

持ち去つ たと は 思われなかった。 それが 壁に しっかり 

と 取りつ けて なかった とはいえ、 それ を 持ち運ぶべく 

彼女に は あまり 重い ので ある。 彼 はまた そのと きの 雷 

いかずち 

鳴に ついて 考えた。 彼 を 打ち倒し たもの は、 雷電で は 

ない、 何 か 他の物で あるかの ように 断定した。 何 か 彼 

に 復謦を 企てた 悪魔が、 自己の 安全 を 図る ために、 神 

変 不思議の 魔力 を もってな したので は あるまい か。 そ 

れと もまた、 何 か 他の 方法で 彼の 鏡が 前の 持ちぬ しの 



甲胄 を 見に いった ことがあ るだろう。 あの 店 だよ。 

それ はまる 三 週間 まえ だ」 

この 話で コスモ は ヒント を 得た のであった。 フォ 

ン • ス タイン ワルドと 言えば、 向う 見ず の^しい 性情 

の 所有者で、 大学で もみん なが 怖れて いる 男で ある。 

さて は あの 男が 鏡 を 持って いるに 違いない と 思った が、 

コスモに とって は 苦手であった。 この場合、 乱暴な 急 

激 手段 はいずれ にしても 成功し そう もない。 コスモが 

望んで いるの は、 ただ、 かの 鏡 を 打ち割る 機会 さえ 捉 

え 得れば いいので ある。 それに は 時 を 待つ より ほか は 

ない。 彼 は 心のう ちに いろいろの 手段 方法 をめ ぐらし 



「このかた はもう 一 時間 以上 もこう して いられます」 

「もう 長い こと はない かと 存じます」 

「この 数 週間の あいだに、 どうしてこう もお 痩せに 

なった ので ございましよう。 このかたが 何 かお 話しく 

だすって、 なに を 苦しんで いらっしゃ るの かおつ 

しゃ つ て さえく だされば よろしい のです が、 お 目 ざめ 

になって いましても、 どうしても おっしゃらな いので 

ございます」 

「昏睡状態 になって、 なにも おっしゃりませんでした 

ゝ I 

力」 

「何もお 聞き 申さない ので ございます。 それでも、 こ 



ほどまで 渡つ ていた。 

「あなた は 自由にお なりに なりました か。 鏡 はこ わし 

ました。 自由にお なりでした か」 

姫が 急いで 行く 時、 彼女の そばで こういう 声が き ザ J 

えたので あった。 姫 は 振り向いて 見る と、 橋の 隅の 欄 

干に よりかかって、 立派な 服装 をして いながら、 白い 

ふる 

顔 をして 顫えて いる コスモが 立って いた。 

「おお、 コスモ。 わたし は 自由にな リ ました。 私 はい 

つまで も あなたの ものです。 私 は あなたの 処へ ゆく 途 

中だった のです」 

「私 も あなたの ところへ 行く 途中でした。 死が これ だ 



けの こと を させた のです。 私 はこの 以上 どうに も 出来 

なかった のです。 私 は 報 われた のでし ようか。 私は少 

しで も あなた を 愛する ことが 出来る でしよう か …… 。 

ほんとうに 」 

「あなたが 私 を 愛して いらっしゃる こと は、 わたしに 

もよ く 分かりました。 それにしても、 どうして 〈死〉 

などと いう こと を おっしゃる のです」 

その 答え は 聞かれなかった。 コスモ は 手で 横腹 を 強 

く 抑えて いたが、 姫 は それ をよ く 見る と、 抑えて いる 

彼の 指の あいだから おびただしい 血が ほとばし つてい 

た。 彼女 は 5t まし さと 悲し さが 胸 いっぱい になって、 
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